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要求水準について

要求水準とは
•運営権者に要求する業務の水準

要求水準の基本方針
•水道3事業は、県民や県内企業が生活又は事業活動を行
う上で不可欠な公共サービスであることから、安定的な経営
を求める

•運営権者が遵守すべき水質基準は、現行体制と同等を求
める
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要求水準書の構成

第1．総則

第2．経営に関する要求水準

第3．運営権設定対象施設における維持管理及び改築に係る業務に関する要求水準

第4．運営権設定対象施設以外の施設等における維持管理業務に係る要求水準

第5．本事業用地及び運営権設定対象施設等の保安等に係る業務に関する要求水準

第6．土地、建築物及び工作物等貸付業務に係る要求水準

第7．関連業務に関する要求水準

第8．危機管理に関する要求水準

第9．任意事業に関する要求水準

第10．契約終了時の措置

太字箇所：第３回委員会にて特にご議論いただきたい点



■水質に係る基準
• 水道水質及び下水道の放流水質については、現行体制と同等を求めるために、法定基準に加え県基準を設定し、県基
準の遵守を求める。 P21

• 水道法20条に基づく水質検査は引き続き県が実施。 P25

■施設の健全度把握のための取り組み Ｐ18,39,59,97

＜事業開始時＞

• 事業開始日より1年以内に、運営権者は、運営権設定対象施設について健全度評価を実施すること。

＜事業期間中＞

• 運営権者は、予防保全の視点で計画的かつ効率的・効果的な維持管理を行い、維持管理により得られた情報を、適時
に情報システムに電子データで記録及び保存すること。運営権設定対象施設の健全度を適正な水準で保つこと。

• 運営権者は、維持管理の記録から、状態監視保全資産を対象として、健全度評価を5年に1度見直すこととし、その結果
を記録保存すること。また、改築を実施した後は、速やかに健全度評価を見直し、結果を記録保存すること。

＜事業終了時＞

• 9事業ごとに、事業終了時の健全度評価結果が2又は1の割合（あるいは老朽資産の割合）が事業開始時の割合を下
回らないこと 。
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第3．運営権設定対象施設における維持管理及び
改築に係る業務に関する要求水準

【対象施設・具体的な評価方法
については検討中】

健全度 運転状態

5 設置当初の状態で、運転上、機能上問題ない。

4 設備として安定運転ができ、機能上問題ないが、劣化の兆候が現れ始めた状態。

3 設備として劣化が進行しているが、機能は確保できる状態。機能回復が可能。

2 設備として機能が発揮できない状態、または、いつ停止してもおかしくない状態等。機能回復が困難。

1 動かない。機能停止。
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第3．運営権設定対象施設における維持管理及び
改築に係る業務に関する要求水準

■改築に関する基本的な考え方
• 応募者は，審査の一環として，本事業期間にわたる改築計画を記載した改築提案書の提出を行う。
• 運営権者は，改築提案書に記載した改築内容について履行義務を負う。上水・工水において，実施を取り止める改築があ
る場合，運営権者は当該改築に係る費用（改築の取り止めに起因する維持管理に係る増加費用を控除）を県に支払う。

• 下水の改築は実費精算。

■改築の主な流れ

改築計画書の作成 県による承認

設計図書の作成 県による承認

改築工事の実施

• 運営権者は，改築提案書の内容を基に，改築計画書（案）を料金
期間ごとに作成。変更に係る原則的な考え方は以下のとおり。

 事業期間内での実施時期の変更を認める。
 改築入替前後の費用が同程度以上（入替前後の改築件数は
問わない）の場合に、改築の入替を認める。

• 上工下水とも全数について完成検査を実施。（書類検査も含む）完成検査 県による検査

• 上水・工水では、施工計画書を県が確認。
• 下水では、施工計画書を県が承認。

Ｐ30,50,74



■第二受水テレメータ室の運転管理及び保守点検
• 運営権者は、第二受水テレメータ室の運転管理及び保守点検について実施計画を策定し、第3に示す運営権設定対象
施設における維持管理に係る計画書に記載すること。さらに修繕及び改築計画を策定すること。

• 報告についても、第3に示す運営権設定対象施設における維持管理に係る報告書に記載すること。

• 区分経理により管理を行うこと。

■工業用水道事業における使用水量の測定業務
• 運営権者は、工業用水道使用者の使用水量について、記録紙の回収、各工業用水道使用者に対する使用水量の通
知及び使用水量の 集計・整理を毎月行うこと。さらに、その結果について、県に報告すること。
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第4．運営権設定対象施設以外の施設等における
維持管理業務に係る要求水準 Ｐ85

P

FM

FM

FM

FM

FM

FM

調整池

手動弁

ポンプ場

受水槽等

調整池

同一市町

第一受水テレメータ室

（県の所有）

第二受水テレメータ室

（市町の所有）

• 同一市町において複数のテレメータ室がある
場合、第一受水テレメータ室は県の所有、そ
れ以外のテレメータ室（第二受水テレメータ
室）は市町の所有。

• 市町の所有物について県が運営権を設定す
ることができないことから、第二受水テレメータ
室の運転管理及び保守点検の実施を運営
権者に別途求めることとした。



■水道用水供給事業

＜県の要請に応じた水質計測機器の保守点検・修繕・改築＞
• 運営権者は、県の水質計測機器について、保守点検・修繕・改築を行うこと。

＜市町の要請に応じた第二受水テレメータ室の修繕・改築＞
• 運営権者は、第二受水テレメータ室について、修繕・改築計画に基づいた修繕・改築を行うこと。
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第7．関連業務に関する要求水準①
Ｐ89

関連業務について

• 関連業務は、運営権者が収受する利用料金には含まれない業務であるが、その実施を運営
権者に義務付ける業務。

• 関連業務に関する費用は、各要請者が負担する。
• 下表に示す書類の提出及び区分経理を求める。

書類の名称 提出時期

関連業務計画書 関連業務開始前，変更時

年間関連業務報告書 毎年



■工業用水道事業

＜工業用水使用者の要請に応じた給水施設及び流末施設の工事＞
• 工業用水使用者の要請に応じて、運営権者は、給水施設及び流末施設の工事を行うこと。

＜県の指定する工業用水使用者の給水施設及び流末施設の維持管理業務＞
• 運営権者は、県の指定する工業用水使用者（1者）の給水施設及び流末施設の維持管理を行うこと（県の契約を承
継する）。

■流域下水道事業

＜石巻浄化センター及び石巻東部浄化センターからの汚泥の受入及び適正処理＞
• 仙塩浄化センターの汚泥焼却施設において、みやぎ型対象外の石巻浄化センター及び石巻東部浄化センターからの汚泥
を受入れ、適正処理すること。

＜県の要請に応じた大雨時及び地震発生時の一部の管路の点検調査＞
• 県の要請に応じて、大雨時及び地震発生時に、指定する管路の点検調査を行うこと。

＜県の要請に応じた大雨時溢水対応＞
• 県の要請に応じて、大雨時に、土のうの設置・撤去、マンホール周辺の清掃・消毒等の溢水対応を行うこと。

＜研究機関等の要請に応じた下水汚泥等を利用した試験研究等への協力＞
• 研究機関等により下水汚泥等を利用した試験研究等の実施の要請があった際には、運営権者は、研究機関等に対して
場所や試料の提供に協力すること。
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第7．関連業務に関する要求水準②



■危機管理マニュアル・業務継続計画書の作成
• 危機管理マニュアル・業務継続計画書（運営事業ＢＣＰ）を事業開始までに作成し、逐次改定を行うこと。

• 作成に当たっては、県と協議し、県の対応と整合を図ること。

■災害、事故等の緊急時の対応
• 災害、事故等の緊急時において、その指揮命令、役割分担は、その規模に拘わらず、原則として、平常時と同じとする。

• 災害、事故等の緊急時には、危機管理マニュアル及び運営事業ＢＣＰに従い対応すること。
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第8．危機管理に関する要求水準①
Ｐ93

県が主体的に運営権者と協力して被害状況等を調査
それぞれの被害状況の対応について協議

関係市町村・工業用水使用者等との連絡調整

災害復旧の制度※を活用し、
県が主体となって復旧・復興業務を行う

災害の発生

人員の派遣等が必要となった場合には、日本水道協会員の
相互応援協定、工業用水道及び下水道に係る災害支援
協定等（※）により応急復旧等を実施

※運営権者が建設した施設も含め県が所有権を持つため、現在の災害
復旧の制度を活用できる。

災害復旧制度の
対象となるもの

災害復旧制度の
対象とならないもの

運営権者がこれまでどおり維持
管理の範疇で対応

（※）東北地域における工業用水道災害時等の相互応援に関する協定、
日本下水道施設管理業協会及び日本下水道管路管理業協会との災害等支援協定 等



■緊急事態を想定した訓練の実施
• 災害及び事故等が発生した場合の初動対応や応急対応が的確かつ円滑に実施されるよう，運営権者自ら訓練を行うこ
と。

• さらに、県と市町村による合同訓練を定期的に実施すること。

■保険
• 県が指定した保険に加入すること。【指定する保険については検討中】
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第8．危機管理に関する要求水準②
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/
Ｌ
以

下

フ
ェ

ノ
ー

ル
の

量
に

関
し

て
，

0
.0

0
5
㎎

/
Ｌ
以

下

3
㎎

/
Ｌ
以

下

5
.8

以
上

8
.6

以
下

ナ
ト
リ
ウ

ム
の

量
に

関
し

て
，

2
0
0
㎎

/
Ｌ
以

下

マ
ン

ガ
ン

の
量

に
関

し
て

，
0
.0

5
㎎

/
Ｌ
以

下

2
0
0
㎎

/
Ｌ
以

下

3
0
0
㎎

/
Ｌ
以

下

5
0
0
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.2

㎎
/
Ｌ
以

下

県
独

自
基

準
値大

崎
広

域
水

道

1
0
以

下
1
0
以

下

異
常

で
な

い
こ

と

異
常

で
な

い
こ

と

5
度

以
下

2
度

以
下

水
質

基
準

0
.0

9
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

8
㎎

/
Ｌ
以

下

亜
鉛

の
量

に
関

し
て

，
1
.0

㎎
/
Ｌ
以

下

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

の
量

に
関

し
て

，
0
.2

㎎
/
Ｌ
以

下

鉄
の

量
に

関
し

て
，

0
.3

㎎
/
Ｌ
以

下

銅
の

量
に

関
し

て
，

1
.0

㎎
/
Ｌ
以

下

0
.0

3
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.1

㎎
/
Ｌ
以

下

0
.0

1
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.1

㎎
/
Ｌ
以

下

0
.0

3
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

3
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

1
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

1
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

1
㎎

/
Ｌ
以

下

0
.0

0
1

1
0
以

下

0
.0

2

0
.0

1
8

0
.0

5

0
.0

0
1
5

0
.0

0
0
0
0
5

（
5
n
g
）

0
.0

0
0
0
0
3

（
3
n
g
）

1
.3

7
.0

～
7
.6

1

0
.1

0
.4

～
0
.7

県
独

自
基

準
値大

崎
広

域
水

道

0
.2

～
0
.4

0
.4

～
0
.7

1

0
.1

0
.0

0
1

0
.0

1
8

0
.0

2
5

0
.0

0
1
5

0
.0

0
1

0
.0

2

1

7
.0

～
7
.6

0
.0

0
0
0
0
5

（
5
n
g
）

0
.0

0
0
0
0
2

（
2
n
g
）

0
.0

2

0
.0

1
8

0
.0

5
※

１

※
２

※
３

※
４

1

7
.0

～
7
.6

1

0
.1

0
.0

0
0
0
0
5

（
5
n
g
）

0
.0

0
0
0
0
3

（
3
n
g
）

0
.0

0
1
5

設
定

項
目

番
号
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1
1

■
工
業
用
水
道
事
業
　
供
給
規
定
水
質
基
準
関
係
一
覧

【
現
行
】

仙
塩
工
業
用
水

仙
台
圏
工
業
用
水

※
そ
の
た
、
工
業
用
水
道
事
業
法
施
行
令
で
は
、
ア
ル
カ
リ
度
、
蒸
発
残
留
物
、
塩
素
イ
オ
ン
及
び
鉄
イ
オ
ン
が
検
査
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が

　
省
略
で
き
る
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
行
で
は
省
略
し
て
い
る
。

【
み
や
ぎ
型
導
入
後
】
（
予
定
）

仙
塩
工
業
用
水

仙
台
圏
工
業
用
水

仙
台
北
部
工
業
用
水

3
水
素
イ
オ
ン
濃
度

4
総
硬
度

濁
度

基
準

項
目
別

N
o.

水
質
測
定
項
目

1
水
温

2
濁
度

検
査
頻
度

１
日
／
回

１
日
／
回

１
日
／
回

１
日
／
回

な
し

な
し

な
し

な
し

１
～
２
５
℃

な
し

120m
g/L

以
下

大
梶
浄
水
場

※
原
水
供
給
で
あ
る
た
め
供
給
規
定
に
水
質
基
準
の
定
め
は
な
い
が
、
濁
度
低
減
施
設
が
運
用
を
開
始
す
る
た
め
管
理
目
標
値
と
し
て

　
濁
度
を
５
０
度
以
下
と
す
る
。

原
水
供
給

な
し

　
※

(5
0
度

以
下

)

な
し

１
日
/回

水
素
イ
オ
ン
濃
度

区
分供給規定

な
し

１
度
以
下

6.0～
7.5以

下

な
し 仙

台
北
部
工
業
用
水

大
梶
浄
水
場

原
水
供
給

衡
東
浄
水
場

原
水
供
給

な
し

な
し

な
し

１
０
度
以
下

6.0～
8.0

供給

規定

な
し

な
し

12

１
日
/回

１
０
度
以
下

6.0～
8.0

区
分

基
準

項
目
別

N
o.

水
質
測
定
項
目

原
水
供
給

検
査
頻
度

■
工
業
用
水
道
事
業
供
給
規
程
水
質
基
準
関
係
一
覧

供給規程供給規程



1
2

■
下

水
道

水
質

試
験

　
法

定
検

査
項

目

水
濁

法
下

水
道

法
県

条
例

※
1

1
水

素
イ

オ
ン

濃
度

（
ｐ
Ｈ

）
－

○
5
.8

～
8
.6

5
.8

～
8
.6

5
.8

～
8

.6
海

域
排

水
は

5
.0

～
9
.0

2
Ｂ

Ｏ
Ｄ

m
g
/
L

○
1
6
0
以

下
1
0
～

1
5

3
0
以

下
3

～
5

3
Ｃ

Ｏ
Ｄ

m
g
/
L

○
1
6
0
以

下
3
0
以

下
1

0
～

1
5

日
平

均
1
2
0
以

下

条
例

：日
平

均
2
0
以

下

4
浮

遊
物

質
（
Ｓ

Ｓ
）

m
g
/
L

○
2
0
0
以

下
4
0
以

下
9
0
以

下
3

～
5

5
以

下
鉱

油
系

油
脂

3
0
以

下
動

植
物

系
油

脂

6
フ

ェ
ノ
ー

ル
類

含
有

量
m

g
/
L

△
5
以

下

7
銅

含
有

量
m

g
/
L

△
3
以

下

8
亜

鉛
含

有
量

m
g
/
L

△
2
以

下

9
溶

解
性

鉄
含

有
量

m
g
/
L

△
1
0
以

下

1
0

溶
解

性
マ

ン
ガ

ン
含

有
量

m
g
/
L

△
1
0
以

下

1
1

ク
ロ

ム
含

有
量

m
g
/
L

△
2
以

下

1
2

大
腸

菌
群

数
個

/
cm

3
○

3
0

1
3

窒
素

含
有

量
m

g
/
L

○
1
2
0
以

下
3

～
2

6
日

平
均

6
0
以

下

1
4

り
ん

含
有

量
m

g
/
L

○
1
6
以

下
2

～
3

日
平

均
8
以

下

1
5

カ
ド
ミ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

m
g
/
L

△
0
.0

3
以

下

1
6

シ
ア

ン
化

合
物

m
g
/
L

△
1
以

下

1
7

有
機

り
ん

化
合

物
m

g
/
L

△
１

以
下

1
8

鉛
及

び
そ

の
化

合
物

m
g
/
L

△
0
.1

以
下

1
9

六
価

ク
ロ

ム
化

合
物

m
g
/
L

△
0
.5

以
下

2
0

ひ
素

及
び

そ
の

化
合

物
m

g
/
L

△
0
.1

以
下

2
1

水
銀

及
び

ア
ル

キ
ル

水
銀

そ
の

他
の

水
銀

化
合

物
（
総

水
銀

）
m

g
/
L

△
0
.0

0
5
以

下

2
2

ア
ル

キ
ル

水
銀

化
合

物
m

g
/
L

△
検

出
さ

れ
な

い
こ

と

2
3

ポ
リ
塩

化
ビ

フ
ェ

ニ
ル

（
Ｐ

Ｃ
Ｂ

）
m

g
/
L

△
0
.0

0
3
以

下

2
4

ト
リ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

m
g
/
L

△
0
.1

以
下

2
5

テ
ト
ラ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
m

g
/
L

△
0
.1

以
下

2
6

ジ
ク

ロ
ロ

メ
タ

ン
m

g
/
L

△
0
.2

以
下

2
7

四
塩

化
炭

素
m

g
/
L

△
0
.0

2
以

下

2
8

1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

m
g
/
L

△
0
.0

4
以

下

2
9

1
,1

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
m

g
/
L

△
１

以
下

3
0

シ
ス

-
1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
m

g
/
L

△
0
.4

以
下

3
1

1
,1

,1
-
ト
リ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
m

g
/
L

△
3
以

下

3
2

1
,1

,2
-
ト
リ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
m

g
/
L

△
0
.0

6
以

下

3
3

1
,3

-
ジ

ク
ロ

ロ
プ

ロ
ペ

ン
m

g
/
L

△
0
.0

2
以

下

3
4

チ
ウ

ラ
ム

m
g
/
L

△
0
.0

6
以

下

3
5

シ
マ

ジ
ン

m
g
/
L

△
0
.0

3
以

下

3
6

チ
オ

ベ
ン

カ
ル

ブ
m

g
/
L

△
0
.2

以
下

3
7

ベ
ン

ゼ
ン

m
g
/
L

△
0
.1

以
下

3
8

セ
レ

ン
m

g
/
L

△
0
.1

以
下

3
9

ほ
う

素
及

び
そ

の
化

合
物

m
g
/
L

△
1
0
以

下
海

域
排

水
は

2
3
0
以

下

4
0

ふ
っ

素
及

び
そ

の
化

合
物

m
g
/
L

△
8
以

下
海

域
排

水
は

1
5
以

下

4
1

ア
ン

モ
ニ

ア
，

ア
ン

モ
ニ

ア
化

合
物

，
亜

硝
酸

化
合

物
及

び
硝

酸
化

合
物

m
g
/
L

○
1
0
0
以

下
計

算
に

よ
っ

て
求

め
る

4
2

1
,4

-
ジ

オ
キ

サ
ン

m
g
/
L

△
0
.5

以
下

4
3

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
pg

-
T
E
Q

/
L

※
仙

塩
1
0
以

下

（ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
対

策
特

措
法

）

○
：
毎

月
２

回
実

施

△
：
年

４
回

実
施

（
た

だ
し

、
水

質
検

査
の

回
数

及
び

時
期

に
よ

る
必

要
が

な
い

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
）

※
：
仙

塩
浄

化
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

年
１

回
以

上
実

施

※
1
：
宮

城
県

条
例

　
特

別
排

水
基

準
【
松

島
湾

下
水

道
整

備
区

域
】
　

仙
塩

流
域

下
水

道
の

み
適

用

3
,0

0
0
以

下

単
位

放
流

水
検

査
項

　
　

　
　

目
適

用
県

基
準

○
m

g
/
L

ノ
ル

マ
ル

ヘ
キ

サ
ン

抽
出

物
質

5

法
定

基
準

値


